
350 新潟医学会雑誌 第 110巻 第8号 平成 8年8月

唆 し. さ吊こは肝内での Apoptosis-の関与をうかが

わせた.

3)マ ウスし トロfIイノレスによる実験性腸炎の

惹起

鈴木 健司 (立川総合病院内科)

鈴木 健司 ･稲田 勢介
朝倉 均 (新潟大学第三内科)
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LPIBM5MuL＼,Jは murineAll)S(MADS)の原田

ウ1'/しスとして知られているが.われわれはこの MAII)S

マウスをこシエ-ダレン症験群 纏jS)様の病態がみられ

ることを兄い出 し,このマウスの りンバ球中に自己反応

性 クローンが存在する可能性を想定 した.MAII)Sて･17

スリンパ球の横能を解析する目的で MAIDSてr177JT)

肺臓細胞をIl- 卜､て巾て-移入することにより SjS様

(7)外分泌腺症のふな11-+I,慢性の大腸炎が惹起された.

すなわち.MAⅡ)Sて,17スの牌株細胞を移入された1---

ドてr)~八には下血 脱肝がふtT)れ 大腸炎が生 しIでいた.

のT細胞が多数を占め.Cl)4陽性細胞が C-D8陽性細

胞よりも冬かつた.粘膜上動を下には好中球が集まる傾

向が見 られ 敦盛形成の慮られる部位ではこれら好中球

と接 した大腸上皮細胞iこ空胞形成が生 し､て土岐細胞の脱

細胞と好中球の相互作用により大腸病変が形成されてい

くものと思わItる.このてrlJス大腸炎の発症機構を解析

することによりと卜の炎症性腸疾患 も含めた腸炎の生 じ

るメカニズムにたいする理解が深まることが期待される.

4)電離放射線 による染色体の変異, 分配異常
の誘発 :Ⅹ染色休 __Lの 多型マー カーを利用

した解析
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電離放射線照射は DNA iこ傷害を来た し.染色体に

様々な異常をもたらす. しか し染色体の分配異常により

起こる異数性に--,いては,放射線との関連について不明

な点 も多い.この染色体分配の異常を検出する方法とし

て,不活化X染色体の脱落を指原とする検出糸を確立 L

た.C57BL･:6日二J/ド I36)'L-_MSM を親とする Flの

雌てrL,てに作った腫壕に由来する細胞で.B6t甘束の不

活化X敬色体が 1本,MSM 由来の活性化X染色体が2

本の細胞株を使用する.不活化X染色体の脱落の検H!.は,

多型のあるX染色体上の5つの7-か -を利用して.Ⅰ〕CR

法で行一一一た.無照射. 2. Ll, 6, 8Gy群に分(:+て

色体の分断 ･完全脱落が見L､)わた ._'7[-･ンは.無照射 :

0.･･:27.2Gy:3-30. ilGy:4′･26.6Gy:6:25.8Gy:

7:25(不活化X脱落 ウtl- ン数∴各群の Ijローーン数)で

あった.完全脱落は,lL4ヤローンふと札 欠失の見ド)わ

たものの7クローーンに対して,2倍の頻度で認めtT)わた.

放射線が染色体の分配異常 ･不分離を誘発することが示

唆された.

51陣病変における K-ras遺伝子変異
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【臼的】1)肝癌に高専剰斐 (70-10000)iこ認めド)Iplる

K-ras遺伝子奪取が, 病理組織学的に肝癌の前癌病変

と考えIT-Itる粘液細胞過形成 (MCH)にどの程度C')傾

度で認め｢凍 るか.また,癒部の K-ras遺伝子驚異 (+)

例 (t十f:K-Fas(十~))と (-)(l淡.ドKiaS(-))例

では各々,MCH における変異はどのようであるか,2)

非担癌陣iこおける変異率はどうか, 3)Kl･as(+)と

(-)とでは細胞増穂能に差があるか.を調べる.【材料

と方法】材料は全て外科切除ホルマ りン固定バラ7(ン

包埋材料で.通常型肺管癌 (IDA)20例,陣管拡張型肝

癌 (IPA)6例, 慢性肝炎 (CP)8例, 過形成 (HP)

5例,乳頭部癌 (PVK)4例を用いた.柏谷らの診断

基準により障管上皮の異型度を診断 し,原敬鐘下 micr(汁

dissectioll法にて DNA を抽出 した.K-ras変異有無

は nest.edPCR-RFLP法にて K-Fascodon12を調

べた.増殖率のて--か 一一一として Ki-づ7染色を用いた.

【結果と結論】陣癌例では,Ⅱ)Aの70% (14.㌔.:20)と IPA

の67% (4/:61に変異を認めた.K-ras(+)肺癌例の77.8

916(14.,:118)iこMCH にも驚異を認めた.逆1こ,K-Fas

(-)陣痛例では,全例が MCH に変異を認めなかった.

非担癌肝例では,CPの38% (3:8),HPの209,b(1,･:J51,

異を認軌 肝癌 KTaS変異率より有意に低率であった.

K-ras(+)MCH は K-ras(-)MCH に比 し,増殖

率が高値であ-'た.以上より.K-Fas(+)MCHIK-Fas


